
嵯

峨

二

辱

院

の
宗

祀

廟

の
研

究

故

伊

藤

丶
砧

晃
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序

現
今

諸
人
が
二
奪
院
の
大
師
廟
ご
認
定
し
參
詣
し
つ

・
あ

る
廟
塔
は
、
大
師
の
本
廟
に
あ
ら
す
し
て
湛
塞
公
の
行
業
碑
な
る
ε
古
入
既

に

之
を
看

破
せ
り
。

本
朝

高
信
傳
日
(
作
者
師
蠻
序

ハ元
祿
十
五
年
)

支
那
信
傳
不
7有
二師
資
同
シ諱

云
々
本
朝
教
家
犯
二師
諱

一云
々

余
嘗
酊
三
二
奪
院
有
二法
然
碑
二

日
牽
μ徒
往
而
讀
7之
此
湛
室
碑
也
、
題
二其
碑
額
一日
室
公
行
歌
世
人
見
二
此
題
字
一
誤

以

爲
二
源
塞
碑

一此

其
爲
レ害
之
徴
也
、
然

滑
爾
之
風
今
也
無
γ可
ご
如
何
一云
々

叉
西
澤

一
鳳
(
浪
華
の
書
肆
に
し
て
、
通
稱
正
本
屋
利
助
,こ
云

ふ
、
狂
言
綺
語
堂
。
李
叟

は
そ
の
別
號
、
享
和
二
年

生
れ
嘉
永
五
年
卒
)
も

此
の
墓
碑
に
關
し
て
言
あ
り
。

室
公
行
歌
碑

嵯

峨
二
奪
院
に
塞
公
行
駄
の
碑
あ
り
今
其
碑
前
に
圓
光
大
師
御
廟
前

ご
記
せ
し
石
燈
籠
左
右
に
二
基
を
建
た
れ
ば
全
く
法
然
上
人

の
塔

、こ
な
れ
り
然

る
を
先
年
あ
る
人
ひ
そ
か
に
此
石
を
紙
に
摺
字
せ
る
を
見
し
に
い
か
に
も

お
ぼ
ろ
げ
な
れ
さ
湛
の
字
に

て
源
に
は
あ
ら
す
、

湛
察

は
此
寺
を
作
り
て
後
や
が
て
師
源
室

を
請
じ
て
開
山
ε
す
れ
ば
此
塔
湛
塞
な
る
べ
き

こ
ーこ
明
ら
け
し
何
者
か
か
く
文
字
を
書
損
ぜ
し



め
強
て
法
然
上
人

の
塔

-こ
せ
る
や
凡
奪
貴
又
徳
者
の
墓
を
謬
り
傳

ふ
る
愚
昧
の
土
人
の
話
は
論
に
た
ら
す
爰
に
師
弟

の
碑
を
紛
ら
は
す
は

點
智
の
浮
圖
氏
の
所
爲
に
し
て
誠
に
に
く
む
べ
し
古
佛
寺
の
縁
起
な
さ
も
甚
だ
あ
や
ぶ
む
べ
き
も
の
多
し
其
趣
意
人

に
信
ぜ
し
め
ん
ーこ
し

て
か

へ
り
て
嘲
り
を
ま
ね
く
も
の
歎

く
べ
し
。
-こ

(
新
群
書
類
從
第

一
演
劇
西
澤
文
庫
皇
都
午
睡
二
編
中
の
卷
六
百
二
十
三
頁
)

上
に
塞
公
行
歌
-こ
あ
る
を
以
て
以
前

よ
り
源
塞
公
,こ
誤
り
傳

へ
來
れ
り
。
余
も
此
の
碑
文
が
既

に
摩
滅
蝕
文
し
て
實

物
に
就
い
て
讃
破
す

る
能
は
ざ
る
も
の
ーこ
斷
念
し
之
を
調
査
せ
ざ
り
し
が
、
好
機
を
得
て
之
を
摺
本
Σ
し
て
研
究
す
る
に
全
く
湛
塞
公
の
碑

文
に
し
て
、
我
宗
組

の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
噛こ
を
明
瞭
に
せ
り
。

　

　

　

ゆ

　

　

果
し

て
然
ら
ば
元
組
の
廟
は
何
處

に
存
在
せ
る
や
。
興
味
深
き
こ
ε
は
耽
塞
の
四
卷
傳
に
よ
り
て
湛
塞
、こ
源
塞

こ
の
墓
碑
を
後
世
に
確
定

し
得
る
こ
,こ
な
り
。
今
こ

・
に
此
の
事
實
を
叙
せ
ん
ざ
す
Q

幽

二
奪
院
の
起
源
は
諸
書
を
渉
獵
す
る
も
未
だ
其
の
起
源
を
明
か
に
す
る
を
得
す
。
仍
て
茲
に
其
の
推
定
読
を
羯
け
て
後
勘
を

俟
つ
の
み
。

現
在

二
奪
院
の
位
置
は
恐
く
宇
都
宮
彌
三
郎
頼
綱
入
道
蓮
生
の
山
莊
の
祉
な
ら
ん
か
。
而
し
て
宗
祀
は
蓮
生
の
請
に
よ
り
て
此
地
に
來
往

せ
ら
れ
し
な
ら
ん
か
。
蓮
生
法
師
末
年
捨
て
・
之
を
寺
、こ
な
し
、
宗
祺
を
請
し
て
開
山
第

一
租

,こ
爲
し
園
頓
戒
の
系
脈

に
基
き
信
室
を

二
世

ε
し
湛
塞
を
三
世
S
爲
し
た
る
は
恐
く
蓮
生
湛
塞
の
本
願
よ
り
發
せ
し
な
ら
ん
。
後
宗
祺
を
中
興
開
山
,こ
稱
す
る
に
至
れ
る
は
天
台
宗
側
よ

の
名
け
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

扨
先

づ
注
意
し
居
く
べ
き
は
宇
都
宮
彌
三
郎
頼
綱
(
入
道
蓮

生
)
、こ
定
家
、
爲
家
の
關
係
な
り
。

明
月
記
嘉
祺
元
年
五
月
廿
七
日
條
下
に

天
晴

殿
下
自

二

昨
日
一五
'
日
善
惠
房
戒
云
々

一一141-一



予
本
自

.
不
γ知
下
書

二丈
字
一事
上
嵯
峨
中
院
ノ
障
子
色
紙
形
故
予
可
γ書
由
彼
入
道
懇
切
雖
二極
見
昔
事
一慈
二染
γ筆
邊
r
之

「
古
來
人
歌
各

一
首
自

二天
智
天
皇

一以
來
及
ご家
隆
雅
經
一、
入
ン夜
金
吾
示
途
」

之
れ
所
謂
定
家
卿
の
小
倉
山
莊
色
紙
-こ
し
て
世
に
推
賞
し
て
推
か
ざ
る
も
の
な
り
、
古
來
百
人

一
首
は
定
家
の
撰
に
し
て
定
家
自
ら
の
山

莊
に
書

き
し
も
の
、こ
、
世
人
皆
斯
く
信
ぜ
し
が
、
今
此
定
家
の
日
記
11
よ
り
て
考
ふ
る
に
百
入

一
首
の
撰
者
は
彼
の
入
道
即
ち
宇
都
宮
蓮
生

に
し
て
蓮

生
の
女
定
家
に
嫁
す
れ
ば
、
定
家
は
其
勇
の
懇
望
に
任
せ
て
蓮
生
の
山
莊

に
書
か
れ
し
も
の
・
如
し
。

、
こ
の
蓮
生
の
山
莊
こ
そ
中
院
な
る
こ
、こ
此
日
記
に
依
て
知
ら
る
。
且
四
卷
傳
に
嘉
祿

三
年
山
徒
が
大
谷
靈
廟
破
却
の
砌
に
も
之
を

守
護
し

て
西
山
に
釁
骸
を
逾
り
し
も
の
は
宇
都
宮
彌
三
郎
入
道
蓮
生
な
り
し
こ
ε
を
も
思
ひ
合
す
べ
き
な
り
。
即
ち

四
卷
傳

(
十
七
ノ
八
〇
)
曰
く

第
五
十
八
山
徒
撃
退
の
圖

件
夜

改
葬
、
宇
都
宮
の
入
道
守
護
の
た
め
、
遁
世
の
身
也
く
」云
-こ
も
、
い
て
に
し
家
の
古
人
を
ま
ね
き
て
.
俄
の
事
な
れ
ば
、

五
六
百
騎

の
兵

士
を
も
よ
ほ
し
て
、
宿
直
す
さ
て
、
哀
哉
、
昔
は
死
生
不
知
の
譽
を
ほ
ε
こ
さ
ん
ーこ
思
ひ
し
か
ーこ
も
、
今
は
往

生
極
樂
の
名
を
・こ
・

め
ん

、こ
願
す
云
々

第
五
十
九

墳
瑩
發
掘
の
圖

倩
往
來
を
思
は
、
祺
父
金
吾
朝
綱
朝
臣
、
東
大
寺
の
協
士
觀
世
昔
菩
薩
造
立
し
た
て
ま
つ
り
て
、
か
た
み
を
東
海
に
留
め

孫
子
沙
門
頼
綱

法
師

は
、
西
方
界
の
教
主
阿
彌
陀
如
來
に
逾
歸
し
て
、
た
ま
し
ぬ
を
、
西
刹
に
ま
か
す
、
祀
孫
ち
き
り
ふ
か
く
、
前
後

た
の
み
あ
り
,
し

か
う
し
て
漸
く
洛
中
を
ご
ほ
ら
せ
給
ふ
に
、
面
に
涙
を
な
が

し
、
各
々
袖
を
し
ぽ
る
、
云
々
(
此
文
九
卷
傳
、.
并
十
卷

傳
共
に
引
用
す
)

中
院

-こ
は
古
愛
宕
山
白
雲
寺

の
末
院

な
り
。

(
山
州
名
跡
志
第
八
二
〇

こ
に
ょ
れ
ば
山
上
を
上
院
,こ
云
ひ
此
所
を
中
院

-こ
云
ひ
、
下
院
は
今

の
大
佛
殿
の
邊
に
在
し
ε
云
ふ
)
定
家
の
山
莊
井
に
時
雨
亭

は
今
日
處

々
に
傳
諡
地
あ
れ
さ
も
、
實

は
今
の
厭
離
庵
の
地
か
、
叉
は
寂
光
寺

一一142一



の
地
か
定
か
な
ら
す
,
定
家
の
嗣
子
爲
家
卿
も
此
地
に
佳
せ
り
、
よ
つ
て
中
院
大
納
言
ε
稱
茸
ら
る
。

現
在

二
奪
院
の
地
は
、
古

へ
棲
霞
寺
の
境
内
の

一
部
に
し
て
湛
空
晩
年

の
命
名
な
ら
ん
。
著
聞
集
に

湛
塞
嵯
峨
こ
箪
院

に
,て
涅
槃
會
行
は
れ
け
る
時

き

さ
ら
き
の
中
の
五
肩
の
夜
牛
の
月

西

昔

法

師

入
に
し
跡
の
闇
ぞ
か
な
し
き

に
て
知

ら
る
。
然
れ
さ
も
少
く
も
四
卷
傳
を
著
作
せ
し
・こ
き
迄

に
は
、
曾
て
二
象
院
の
名
あ
る
事
な
し
。

四
卷
傳
(
十
七
ノ
八
コ
)
曰
く

第

六
十
二
小
倉
山
雁
塔

の
圖

第
子
前
權
律
師
公
全
此
聖
骨
爲
ご奉
納
一敬
建
二立
寳
塔
二
基

哺、同
念
佛
三
昧
を
勤
修
奉

μ納
二
阿
波
院
之
御
骨
一、

こ
れ
少
藏
山
の
ふ
も
ε
中

院
の

ほ
,こ
り
大
乘
善
根
の
堺
也
。

、こ
公
全
此
文
に
よ
り
て
大
師
の
靈
骨
・こ
恐
れ
多
く
も
土
御
門
天
皇

の
御
骨
・こ
・こ
も
に
念
佛
三
昧
を
修
し
て
同
處
に
納
め

奉
ら
れ
し
こ
ーこ
を
知

る
に
足

る
。
此
れ
偏
に
正
信
房
湛
室
の
苦
心
の
存
す
る
所
に
し
て
、
若
し
宗
祀
の
み
の
御
塔

こ
す
れ
ば
大
谷
-こ
同
じ
く
山
徒
等
に
破
却
せ
ら

る
を
恐

れ
、
天
皇
御
生
前
に
於

て
湛
塞
圓
頓
戒
の
師
範
た
る
の
因
縁
を
以
て
阿
波
國
に
萠
御
あ

り
し
陛
下
の
聖
骨

-こ
同
處
に
之
を
奉
葬
す
れ

ば
、
如
何
に
暴
戻
無
極
の
山
徒
も
彼
此
何
れ
ε
も
判
定
せ
す
、
恐

く
破
却
し
能
は
ざ
る
べ
し
。
こ
の
深
謀
遠
慮
敬
服
す

べ
し
。
叉
此
の
こ
箪

院
に
こ
租
鎭
西
聖
光
上
人
の
御
骨
を
も
奉
納
し
あ
る
の
記
録
あ
り
。
,即
ち

糅
馨

四
蠡
謔

冒

上
人

滅
後

..依
二逡
1I11L
,御
骨
ご

蚕

院
,
故
上
人
ノ
御
舍
利
中
一一可
二奉
納

一之
由
邊
弟
・持
願
房
專
阿
彌
陀
佛
等
嵯
峨

正
信
上
人

一申
シ
許
、奉

μ

イ

カ

ニ

マ
シ
ハ
ヘ

ル

し
ト

籠
竟
タ
其
次
二
謁
二毘
沙
門
堂

一法
印
云
聖
光
房
ノ
臨
終
何
ヵ
候
ベ
シ答
日
目
出
度
卜
委
.
語
ゆ
申
ス
法
印
之
范

心
深
ク
御
座
ヶ
り
化
他
.
爲
レ先

承
シ
ヵ
ハ
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ア

ブ

ノ

ウ

安
豊
能
宇
覺

へ候
.
シ
往
生
・
候
シ貴

ブ
事
也
。

・

此
文
に
ょ
れ
ば
、

二
奪
院
に
は
元
祺
、
二
組
の
御
塔
あ
り
て
,
本
宗

に
探
り
て
至
極
重
大
な
る
靈
域
な
る
に
其
所
在
果
し
て
何
れ
そ
や
。
之

れ
余
の
研
鑽

し
其
の
位
置
を
明
か
に
せ
ん
ε
欲
す
る
所
以
な
り
。

先
づ

二
尊
院
に
於
け
る
大
師
の
靈
塔
は
前
掲
四
卷
傳

の
記
事

の
如
く
必
す
雁
塔
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
勅
傳
第
四
十

二
に

の

　

正
信
房

の
沙
汰

,こ
し
て
は
彼
芳
骨
を
納
め
奉
ら
ん
が
爲

二
奪
院
の
西
の
岸
の
上
に
、
雁
塔
を
た
て

・
、
貞
永
二
年
正
月
廿
五
日
に
正
信
房

響

の
御
響

し
て
粟
生
野
の
幸
阿
彌
陀
佛
の
も
ε
に
罷
り
向
ふ
(十
六
ノ

六
〇
五
)

さ
あ
る
如
く
何
れ
も
二
箪
院
大
師
廟
は
雁
塔
に
あ
ら
さ
れ
ば
不
可
な
り
。
然
ゐ
に
現
在
の
行
状
碑
は
决
し
て
雁
塔
に
あ

ら
す
し
て
位
碑
形
な

り
。
之
れ
大
師
の
塔
に
あ
ら
ざ
る
理
由
の
第

一
な
り
。

雁
塔

・こ
は
讀
ん
で
字
の
如
く
雁
が
塞
中
を
飛
翔
す
る
如
き
形
状
よ
り
支
那
文
士
間

に
於
て
名
け
ら
れ
し
異
名
な
る
べ
し
。
今
雁
塔

・こ
名
づ

け
し
典
據
を
擧
ぐ
れ
ば
、

、

康
熈
字
典
塔
の
解
に
曰
く

唐
太
宗
貞
觀
三
年
長
安
宮
城
南
建
二大
慈
恩
寺

一造
ご甎
,
淨
圖

"藏
二釋
玄
奘
所

γ取
西
域
佛
經
一名
二
雁
塔

一

梵
本
謂
二之
塔
一者
昔
有
二伽
藍

一依
二小
乘

一食
三
二
淨
食
一者
,
雁
、
犢
、
鹿
也
。

一
日
見
二雁
飛

一衆
信
開
〆供
摩
訶
薩
堙
宣
μ知
梵
1j11II
γ
好
γ施

也

一
雁
應

ソ聲
而
墮
、
衆
日
此
雁
垂
γ戒
宜
γ旌

一彼
徳

"建
レ塔
癈
〆雁
、
雁
塔
之
名
依
γ之
後
逾
爲
二故
事
一

後
魏
常
山
七
級
碑
梵
言
二檜
婆

一華
言
〆雁
、
梵
言
二宰
堵
波

一華
言
塔
也

字
彙
に

叉
淨
圖
也
唐
長
安
有
ご慈
恩
寺
塔

一名
隴
塔

'

以
上
雁
塔
の
文
字
あ
る
も
唐
禦
字
典
の
諡
既
に
非
な
る
を
覺
ゆ
。
何
ご
な
れ
ば
貞
觀
三
年
八
月
玄
奘
三
藏
始
め
て
渡
天

の
途
に
上
り

(
一
読
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に
元
年
ε
云
ふ
)
同
十
九
年
長
安
に
歸
れ
り
。
然
る
を
貞
魏
三
年
玄
奘
取
る
所
の
西
域
佛
經
を
藏
む
ε
云
み
其
錯
誤
知
る
べ
き
な
り
。
然
れ

き
も
雁
塔
の
名
長
安
慈
恩
寺
の
塔
に
起
因
す
る
こ
、こ
略
々
推
知
す
る
に
難
か
ら
す
。
案
す
る
に
雁
塔
は
も
こ
龕
塔
に
は
あ
ら
ざ
り
し
か
、
龕

ざ
雁
其
の
普
逋
す
る
を
以
て
中
國
の
文
士
寵
字
を
避
け
て
風
流
な
る
雁
字
に
更

へ
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
や
ミ
思
ふ
。
其
形
歌
よ
り
途
に
暦
を

爲
す
も
の
を
雁
塔
ε
名
つ
く
る
に
至
り
し
に
非
ざ
る
な
き
や
。
塔
は
元
ε
印
度
以
來
舍
利
を
納
む
る
を
以
て
本
義
S
す
る
點
な
,こ
よ
り
考
ふ

る
も
雁
塔
よ
り
も
龕
塔
の
方
其
意
味
逋
切
な
る
を
覺
ゆ
。
文
字
を
弄
す
る
に
巧
な
る
支
那
に
於
て
何
時
の
頃
か
龕
は
雁
ε
變
化
し
途
に
雁
塔

ε
稱
す
る
に
至
り
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

我
朝
に
於
て
も
往
古
よ
り
彼
國
の
文
章
に
傚
ひ
、
三
五
暦
よ
り
乃
至
十
三
重
の
如
き
幾
暦
屋
を
重
ね
し
も
の
に
對
し
て
雁
塔
の
名
を
付
せ

し
も
の
、
如
し
。
例
せ
ば
、
整

欝

寺
の
記
録
な
る
東
寶
記
第
二
瀬
議

欄
蹴
二
に
大
江
匡
房
卿
之
草
せ
る
黶

塔
供
養
御
願
文
に

去
天
喜
三
年
八
月
廿
三
日
雷
火
忽
震
、
雁
塔
爲
レ灰

似
廴
昇
二九
査
一而
不
う
歸

ざ
あ
る
か
如
く
幾
暦
屋
根
を
重
ぬ
る
東
寺
の
塔

の
如
き

も
の
を
形
容
し
た
る
も
の
な
る
こ
ε
明
瞭
な
り
。
然
る
に
四
卷
傳

の
繪
圖

に
あ
る
は

雁

塔
に
あ

ら
す
し
て
多
寶
塔
な
り
。
こ
れ
圖
者
の
.臆
想
よ
'り
出
で
し
誤
謬
な
り
ーこ
知

る
べ
し
。

(
十
卷
傳
に
は
此
繪
圖
に
基
き
て
か
、
公
全
律
師
於

一小
藏
山
麓
二
箪
院
上
一建

二立
多
寶
塔

"並
二土
御

門

院

御
墓
所

一奉

一納

上
人
御
骨

一云

々
)

余
曩
日
二
蠶
院
に
到
り
大
師
廟
並
に
二
組
上
人
塔
を
探
査
す
。
維
新
以
來
同
院
院
代
を
勤
む
る
七
十
許
歳
の
某
信
に
就
い
て
阿
波
院
の
御
塔

・を
問
ひ
ぬ
Q
老
信
地
圖
を
按
じ
余
を
嚮
導
し
て
所
謂
大
師
廟
な
る
湛
塞
公
行
碑
を
北

へ
距
る
凡
三
十
歩
の
地
に
到
り
東
面
起
立
せ
る
三
基
の

古
墳
を
指
示
し
て
曰
く

右
(
北
)嵯
峨
天
皇
、
中
央
土
御
門
天
皇
、
左
(南
)後
嵯
峨
天
皇
の
御
塔
あ
り
ーこ
読
明
す
。
附
言
し
て
云
く
然
れ
,こ

も
之
れ
唯
寺
傅
口
碑
の
み
に
し
て
何
等
の
記
録
あ
る
こ
ーこ
な
し
ーこ
云

へ
り
。

抑
も
嵯
峨
帝
の
御
象
骸
は
大
覺
寺
の
西
北
な
る
所
講
嵯
峨
北
山
之
陵
に
奉
葬
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
此
地
に
埋
骨
或
は
御
塔
の
あ
る
謂
れ
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な
舂
は
勿
論
な
り
。

次
に
土
御
門
院
は
承
久
の
亂
に
同
三
年
土
佐
國
に
奉
遷
、
以
て
阿
波
國
に
邏
ら
れ
邃
に
寛
喜
三
年
十
月
十

一
日
崩
御
あ
そ
ば
さ
る
故
に
阿

波
院
ε
號
す
。
火
葬
の
後
御
骨
を
京
師
に
逾
り
西
山
の
金
原
法
華
堂
に
藏
む
。
金
原
は
今
の
乙
訓
郡
奥
海
印
寺
村
南
七
八
町
許
り
に
あ
の
て

母
公
承
明
門
院
御
遺
詔
に
基
き
御
骨
奉
安
の
爲
め
建
立
せ
ら
る
所
な
り
。

湛
室
は
批
帝
に
於
て
生
前
圓
頓
戒
の
師
範
た
る
因
縁
あ
る
を
以
て
恐
く
は
御
分
骨
の
こ
ーこ
あ
り
し
な
ら
ん
。
四
卷
傳
の

「
同
じ
く
念
佛
三

,昧
を
勤
修
し
て
阿
波
院
の
御
骨
を
納
め
奉
る
」
-こ
の
記
事
に
依
れ
ば
此
中
央
の
碑
は
寺
傳
の
如
く
土
御
門
院
の
御
塔
に
相
違
あ
る
ま
じ
。

次
に
左
方
の
後
嵯
峨
院
,こ
稱
し
奉
る
御
塔
は
、
始
め
天
龍
寺
の
地
に
あ
り
し
淨
金
剛
院
に
葬
り
奉
り
し
が
、
働
▼氏
後
醍
醐
帝
御
追
疆
の
爲

あ
夢
牌
國
師
を
請
し
て
天
龍
寺
創
建
の
際
淨
金
剛
院
を
二
鐔
院
境
内
に
移
轉
せ
し
も
の
な
り
。
而
し
て
御
骨
の
み
天
龍
寺
方
丈
の
北

へ
移
御

せ
し
こ
く」左
記
の
文
に
て
知
る
こ
,こ
を
得
。

山
城
名
勝
志
卷
九
,
四
百
六
十
七
に
甘
露
寺
權
大
納
言
親
長
卿
記
を
引
い
て
曰
く

文
永
九
年
二
月
十
七
日
後
嵯
峨
院
崩
御
、
奉
二荼
毘
一納
二銀
壼
一入
二白
絹
袋
一、中
納
言
經
任
奉
シ掛
γ頭
渡
二淨
金
剛
院
哺

大

日
本
史
曰
く

土
御
門
帝
第
七
袤

嵯
峨
院
奉
舞

骨
於
淨
金
剛
院
キ

年
六
月
移
藏
響

法
華
掌

妖
蓉

方

浮
金
剛
院
は

一
時
二
舞
院
境
内
に
あ
り
し
が
何
時
の
頃
に
か
廢
寺
ε
な
り
た
る
も
の
な
り
。
玉
葉
集
の

淨
金
剛
院
に
て
讀
ま
せ
給
ひ
け
る

い
く
さ
ε
る
あ
ら
し
に
つ
け
て
聞
つ
ら
ん

後

嵯

峨

院

我
す
む
寺
の
入
相
の
か
ね

文
永
九
年
二
月
塾
山
別
院
に
嶺
ぜ
ら
る
、
こ
れ
湛
室
示
寂
後
正
に
二
+
年
の
後
に
し
て
、
彼
の
夢
臚
國
師
疎
石
が
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鑪
山
背
上
天
龍
魅

藜
狙
三
千
叫
不
驚

ε
山
徒
三
千
の
襲
撃
に
嘯
き
た
る
は
此
時
な
り
。

彼
の
院
代
老
佃
御
塔
の
下
を
指
し
て
曰
く
此
下
を
掘
る
ε
銀
の
壼
が
出
つ
る
ε
の
云
ひ
傳
へ
あ
り
ε
聲
を
潜
め
て
物
語
れ
る
も
。
是
れ
親

長
卿
記
に
よ
り
何
人
か
此
老
信
に
教

へ
し
な
ら
ん
も
既
に
大
日
本
史
に
十
年
六
月
法
華
堂
(
天
の
天
龍
寺
方
丈
の
北
)
に
移
す
、こ
記
せ
る
以
上

最
早
銀
の
壼
の
出
つ
る
こ
ε
な
か
る
べ
し
。

寺
傳
に
所
謂
、
古
の
嵯
峨
天
皇
御
墓
こ
そ
、
寔
に
雁
塔
な
れ
ば
正
に
是
れ
宗
組
の
靈
塔
ε
覺
ゆ
。
中
央
は
土
御
門
院
、
左
は
正
し
く
二
組
.

鎭
西
正
宗
國
師
の
分
骨
塔
な
り
ε
推
定
す
る
は
、
こ
れ
恐
く
餘
の
臆
斷
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
糅
鈔
の
「
奉
籠
」
四
卷
傳
の

「
同
じ
く
念
佛
三
昧

を
修
し
て
」
等
の
文
を
按
す
る
に
、
土
御
門
院
、
大
師
、
國
師
の
聖
骨
を
倶
會

一
處
に
同
穴
に
奉
葬
し
た
る
も
の
ミ
も
解
せ
ら
れ
ざ
る
に
非

す
。
さ
れ
さ
余
は
常
識
に
剿
斷
し
て
、
同
地
域
の
意
に
し
て
同
處
に
奉
葬
せ
ら
れ
た
る
も
の
ε
之
を
解
せ
り
。
現
在
三
基
の
賓
塔
が
倶
に
無

銘
に
し
て
年
代
を
同
う
し
其
形
献
を
異
に
し
而
も
其
大
さ
殆
さ
同
じ
、

之
等
の
諸
點
を
考
察
す
る
に
蓋
し
正
鵠
を
得
た
る
剿
斷
な
り
ーこ
信

す
。
(
十
卷
傳
に
は
並
云
々
さ
あ
り
前
記
の
如
し
)

大
師
の
示
寂
こ
、
に
七
百
有
餘
歳
、
歴
世
の
聖
主
世
々
象
崇
を
加

へ
、
宗
風
長

へ
に
光
輝
を
放
つ
ミ
雖
も
、
可
惜
史
蹟
煙
滅
し
て
其
祀
蹟

を
失
ひ
其
眞
僞
を
辨
す
る
能
は
ざ
る
は
豈
慨
嘆
の
極
に
あ
ら
す
や
。

扨
今
日
ま
で
宗
租
の
廟
塔
な
り
ε
誤
傳
せ
ら
れ
し
所
謂
室
公
打
歌
の
碑
を
摺
本
す
る
に
即
ち
左
の
如
し
。
(
鴃
字
者
触
文
)

室
公
上
人
行
業
碑

暦
建
長
臼
口
秋
七
月
二
十
ロ
ロ
婦
寂
于
西
山
二
算
院
口
年
七
十
八
信
臘
六
十
口
巳
臼
筌
公
興
〕
口
口
口
孫
也
出
相
將
累
家
之
餘
塵
入
覺
王

∩
凵口
口
口
日
口
ロ
ロ
ロ
ロ
巳
口
口
口
口
D
後
四
曼
瑜
伽
之
觀
洞
建
五
口
口
口
口
口
口
[]
ロ
自
0
口
0
0
逡
跡
之
e
臼
而
公
常
觀
淨
生
於
水

月
素
嘲
榮
口
ロ
ロ
ロ
ロ
大
徳
專
學
念
伽
往
生
之
正
路
善
提
留
,史
巳
後
教
行
ロ
ロ
巳
無
異
日
口
傳
師
資
相
承
口
釋
迦
如
來
以
降
至
公
二
+
人
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是
故
口
巳
口
口
巳
口
口
口
口
太
上
天
皇
徴
而
口
口
ロ
ロ
仰
而
歸
高
徳
况
以
菩
薩
慈
悲
爲
成
心
以
衆
生
[
口
爲
ロ
ロ
ロ
不
惜
身
命
口
口
ロ
ロ

若
自
非
犬
權
之
應
豈
有
利
物
之
口
口
口
於
口
口
口
口
口
應
火
欲
滅
叉
手
念
佛
端
坐
而
終
于
時
詳
雲
映
日
異
香
薫
風
違
口
口
寺
之
西
山
門
口

口
如
不
及
口
因
彼
遺
旨
略
刻
此
片
石
銘
日

世
有
權
化
口
公
是
誰
、
生
來
穢
國
教
盒
弘
施
死
口
西
刹
徴
詳
顯
茲
稱
彌
陀
號
畢
兮
念
佛
功
大
聖
言
莫
疑
欲
口
後
學
樹
此
口
碑

大
宋
國
慶
元
府
抃
石
梁
成
覺
刻

・太
上
天
皇
ε
は
、
土
御
門
、
後
嵯
峨
兩
院
の
戒
師
た
る
を
以
て
兩
太
上
皇
を
指
す
か
。

釋
迦
如
來
以
降
至
公
二
十
人
s
は
、
釋
迦
如
來
、
南
岳
、
矢
台
、
章
安
、
知
威
、
惠
威
、
玄
朗
、
道
邃
、
傳
教
、
圓
仁
、
長
意
、
慈
念
、

慈
怨
、
源
心
、
禪
仁
、
良
忍
、
叡
塞
.
源
室
、
信
塞
、
湛
室

集
古
十
種
第
二
卷
百
二
+
一一頁

山
畿

二
饒

法
然
上
人
碑
+
四
行
鸚

謬

寸
餘

筌

花
集

讃
室
公
行
歌
碑

断
碣
荒

凉
癖
、
蝕
ス
γ文
テ
曾

ア摩
、
二病
眼
テ
一芻

一前
勳

凶遘
愈
二北
闕
一人
皆
仰
キ
名
重
メ
ユ
西
山
一撲
己

二聞
、
満
院
.花
枝
春
乍

フ晩
.
、
凵
庭
,
月

色
夜
還
分
、
無
端
引
起
曾
游
興
、
夢

昌躡

ム
ご峨
峨
嶺
上
,
雲
・

由
州
名
跡
志
卷
九

二
〇
七
曰
く

法
然
塔

在

影

堂
西
山
上
一立
二碑
石
一銘
不
二分
明
一如
〆今
覆
に
堂
を
造
る
文
字
漢
淌
す
世
に
宋
景
濂
が
作
ε
い
ふ
は
非
也
。
石
共
に
異
國

よ
り
所
レ
渡
に
し
て
石
工
等

の
名
あ
り
。

附
記
、
右

は
岳
父
伊
藤
蕨
晃
逡
稿
の

一
部
か
ら
三
谷
光
順
君
を
煩
し
て
抄
出
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
稿
に
は
爾
細
か
い
問
題
が
考
證

さ
れ
て
ゐ
る
が
紙
數

の
關
係
か
ら
略
し
た
。
爾
此
稿
も
若
干
補
正
し
た
い
點
も
存
す
る
が
、
餘
暇
を
得
す
、

不
備
を
感
じ

つ
、
印

嗣
に
廻
す
。
終
に
讀
み
つ
ら

い
遣
稿
か
ら
抄
出
要
約

の
勞
を
ーこ
ら
れ
た
三
谷
君
に
感
謝
す
る
。

塚

本

善

隆
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